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一橋大学商学部は、100年を超す長い歴史をもつビジネス・スクールとして、

日本のみならず世界で活躍する経営者や起業家を多数輩出してきました。商

学部は、高質な教育プログラムを提供することを目指して、ミッション・ステイト

メントを定めています。

We foster captains of industry who create value for business 
and serve communities in Asia.

このミッション・ステイトメントは、Leadership、Innovation、Integrityという3つ

の要素から構成されており、商学部の授業やゼミは、この3要素を実現するた

めに提供されています。

このミッション・ステイトメントは、商学部の教育プログラムの伝統に基づいてい

ます。一橋大学の設立と発展に多大な貢献をした渋沢栄一は、『論語と算盤』

において営利活動と倫理・道徳の両立を説いています。営利活動の原動力が

Innovationで、倫理・道徳がIntegrityです。

すなわち、商学部の使命は「論語（Integrity）と算盤（Innovation）を両立で

きる産業界のリーダー（Leadership）を育成する」と言い換えることができる

でしょう。



商学部は、経営学・マーケティング・会計学・金融という４つの領域を中心と
しています。それぞれの領域における科目は、「導入科目」「基礎科目」「発展
科目」という３種類から構成されています。各領域において、基本的な知識と
考える力をまず身につけ、次いで応用的な知識・能力を段階的に修得できる
よう工夫された科目配置となっています。

商学部では、全学の1年生用英語コミュニケーション・スキル科目に引き続き、
2年生以上を対象としたEDGE（English Discourse for Global Elites）を
開講し、より高いレベルの学習の機会を設けています。EDGEでは、英語教育
に関する専門資格をもつネイティブ教員によって実践的な講義が行われてい
ます。この講義を通じて、オーラル・コミュニケーション・スキルを含めた4技能
（listening, speaking, writing, reading）のさらなる向上を図っています。

導入科目 基礎科目 発展科目

経営学入門、経営組織論、経営戦略論、経営史、企業と倫理・社会、労務管理論、国際経営

マーケティング入門、消費者行動、マーケティング・マネジメント、マーケティング・コミュニケーション、流通

会計学入門、簿記システム、財務会計（中級・上級）、原価計算、管理会計、財務諸表分析

金融入門、マクロ金融論、コーポレート・ファイナンス、資産価格論、金融システム論、金融数理論

導入ゼミナール 前期ゼミナール 後期ゼミナール

さらなる学びの場

学部卒業後、より高い専門性を獲得したい学生には、大学院経営管理研究科の「MBAプログラム」と「研究者養成コース」が用意さ
れています。MBAプログラムでは、多くの社会人経験者とともに、より高度な実践志向の教育を受けることができます。研究者養成
コースでは、日本のみならず世界的にも中核的な研究者を輩出してきた伝統を引き継ぎ、高度な学術的教育・研究活動が行われてい
ます。なお、MBAプログラムと研究者養成コースの双方において、学部入学から修士修了までの期間が１年短縮される５年一貫コー
スが商学部の成績優秀者に対して用意されています。



Knowledge

SSPでは、１年次終了時点における応募に基づいて、約１５名の
商学部生を選抜します。選抜された学生は、２年次から経営に関す
る各種の英語講義を受講し始めます。これらの英語講義には海外
からの交換留学生も参加するため、専門知識のみならず、広範か
つ深い国際的素養を身につけることができます。その上で、3年次
以降に約１年間にわたって海外の大学へ留学します。
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